
●２４日(土)、２５日(日)
に、「岩手県立高田高
校」の生徒さん達によ
る販売会を行います。
高田高校の生徒さん
達が、絆協定を締結し
ている名古屋市の「愛
知商業高校」の生徒
さんがプロデュースし
た復興支援寄付金付
「希望のはちみつりん
ごアイス」と、自校で
製作した商品を販売
します。

●２７日(火)に、震災以降
岩手県への支援を継
続して下さっている愛
知県名古屋市の「河
村たかし市長」が来場
され、千葉副知事との
トークショーや陸前高
田市の特産品のお振
舞いを行います。

　今回は、オープニングプレゼントやオー
プニング特別提供品のほか、八幡平市「麹
屋もとみや」のブリュレやプリン、盛岡市「Ｖ
ｅｇｅｔｕｓ」の低GIチョコレートなど、岩手の
新しいスイーツが沢山登場します。イートイ
ンには宮古市「咖　亭」が登場します。各種
カレーセットが会場内で召し上がれます。
　２４日(土)、２５日(日)、２６日（月）には、農
商工連携ファンドを活用して開発した「いわ
て一関桑はっと」のお振舞いも行います。
　皆様のご来場をこころよりお待ちしてお
ります。

　平成２６年３月１９日（水）～３月２４日（月）まで、東京都日本橋髙島屋８
階催会場において、「第４３回岩手県の物産と観光展（大いわて展）」を
開催いたしました。
　リニューアルされた催会場で行われた今年の「大いわて展」では、「特
別提供品」や「日替わり提供品」を提供したほか、「いわて特産品コン
クール」で食品部門知事賞を受賞した協同組合三陸パートナーズの商
品など、被災した企業が復興への意欲を持って開発した新商品を重点
的に取り上げ、関東の皆様に県内事業者の元気な姿を発信しました。
　今回の特別企画としては、県事業のお客様参加プログラム（盛岡冷
麺手づくり体験、久慈琥珀磨き体験、盛岡煎餅づくり体験）や、屋上イベ
ント（まめぶ汁振舞い、わんこそば大会、さんさ踊り披露、ドラマ「あまちゃ
ん」ファンのお笑いタレントによるトークショー、ゆるキャラ大集合）が行わ
れ、沢山の皆様に参加していただきました。
　岩手県産㈱へ運営を委託した初年度の出店事業者は、食品６１
社、工芸品２２社、合計８３社。売上は、７９，２２６千円（税込）と、盛況
のうちに終了しました。

復興応援
特別企画

日 時 平成26年5月23日(金）～28日(水)
午前10時～午後7時（最終日午後5時終了）

会 場 パルクアベニューカワトク
7Ｆ催事場＆ダイヤモンドホール＆１階特設会場

主 催 いわての物産展等実行委員会（（公財）いわて産業振興センター）、岩手県

お問い合わせ先 いわての物産展等実行委員会事務局　TEL019-631-3824

第７回
いわて特産品フェア開催

岩手県の物産と観光特別展
（大いわて展）を開催しました

平成25年度工程改善研修会
活動報告会を開催しました
　いわて産業振興センターでは、岩手県内ものづくり企業の製造技術向
上や人材育成を目的として、関東自動車工業（株）（現　トヨタ自動車東日
本（株））OBを講師に工程改善研修会を実施しています。工程改善研修会
は「トヨタ生産方式自主研究会」をモデルとし、県内5社程度をグルーピン
グして、各社の工程を教材として学習する、実践形式のセミナーです。
　去る3月18日に平成25年度の活動の集大成として「工程改善研修会
活動報告会」を北上市・ホテルシティプラザ北上で開催しました。
　発表会では、平成25年度の参加企業である城山工業（株）(奥州市)、
（株）平野製作所(北上市)、和同産業（株）(花巻市)、リコー光学（株）(花巻
市)が活動報告を発表して、次年度以降の活動を宣言しました。また、産
業振興センターのコーディネーターが、工程改善の必要性やリードタイ
ム・タクトタイムの考え方などについて講演を行うとともに、発表企業の
今後の改善活動に対しても具体的なアドバイスをしました。
　報告会には、産業界・行政関係者等約100名が来場するなど、県内で
の工程改善への取り組み意識の高まりが感じられました。

【工程改善事業に関するお問合せ】
ものづくり振興グループ　取引支援チーム　鈴木
電話：019-631-3822　FAX：019-631-3830

E-mail：sitauke@joho-iwate.or.jp

復 興 応 援！

ごあいさつ

県内商工業事業者
の皆さまのご期待に
お応えする、その過
程を通して、当セン
ターの職員が能力を
高め、さらに高度な
ご期待にお応えでき
る組織となるよう努
めていきます。

　3月まで岩手大学の学長を務めさせていただきました。4月より、いわて産業振興セン
ターの顧問、ならびに各事業を横断的に結びつける「連携推進センター」のセンター長とし
て就任いたしました。
　これまでの経験を生かし、本県の産業振興に貢献してまいります。どうぞよろしくお願い
申し上げます。

新 任 職 員 紹 介

顧問兼連携推進センター長　藤井 克己

常務理事兼事務局長
吉田 拓

産業支援グループに
所属し、起業家・ベン
チャー企業育成や、い
わてインキュベーショ
ンファンド等を担当い
たします。産業支援グ
ループの業務は幅広
いですが、日々学び
ながら早く皆様に役
立てられるように頑
張ります。

産業支援グループ参事
鎌田 徳幸

本年度から総合支援
グループで大連経済
事務所の管理運営、海
外販路開拓のほか中
小企業者等の支援事
業を担当することにな
りました。これまであま
り経験のない分野の
業務ですが、岩手の産
業振興のお役に立て
るよう頑張りたいと思
いますので、よろしく
お願いします。

産業支援グループ副主幹
立柳 敦

県を定年退職し本年
度からお世話になりま
す。岩手大学３年弱、岩
手県立大学２回で２年
強、工業試験場・工業
技術センター３回で10
年、テクノ財団３年など
の経験を生かし、研究・
技術開発から事業化ま
での一貫支援をキー
ワードに取り組みます
ので、これまで同様よ
ろしくお願いします。 

連携推進センター副センター長
兼事業化プロモーター

小山 康文

次世代モビリティプロ
ジェクトでサブプロ
ジェクトディレクターを
担当いたします。岩手
地域の強みを最大限
に活かして、岩手の自
動車技術、自動車産
業の育成を目指しま
す。分からないことだ
らけですが、ご指導よ
ろしくお願いします。

次世代モビリティプロジェクト・
サブプロジェクトディレクター

今関 隆志

本年度から、岩手県
の自動車産業振興に
知的財産のサイドか
ら関わっていきます。
特許の調査や出願を
通して敵を知り己を
固めながらプロジェ
クトの前進に参画し
ていきます。よろしく
お願いします。

国際技術動向調査ユニット
加藤 雅一

センターに4月から新たに勤務する顧問、職員をご紹介します。
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